
新刊
案内

日本語・日本文学の研究書を中心に、
人文学書全般を刊行する出版社

〒〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-35-6-201
電話 03-5939-9027　FAX03-5939-9094　

ご案内が不要なときはお手数ですが、03-5939-9094まで返信願います。以後のご案内を停止します。

●番線印  　　　　　　　●冊数 ◎ご担当者新刊

目
次

◎電話番号

半分以上が散逸した断片的な写本の由来を探り、今後の展望を示す
2021.03.07 送信

メールでも承ります●info@bungaku-report.com
問い合わせはお電話で●03-5939-9027

取引取次●八木書店。八木書店を経由して、トーハン・日販・大阪屋栗田・日教販・中央社等へ搬入いたします。

【新刊申込締切】  2021年 03月  19日（金）
【取次搬入予定】         2021年 03月  26日（金）
【ご注文について】
実際に手にとって見てみたいといった場合など、1冊でも構いません。遠慮なくご注文ください。
また、本書についての問い合わせも歓迎です。　　　　　　　　　　　   営業部・岡田［電話 03-5939-9027］

【注文書】　FAX  03-5939-9094

B u n g a k u - R e p o r t . c o m

定価:本体 2,400円（税別）

ISBN978-4-909658-51-7
四六判・並製・162頁

文学通信

定価:本体 2,400円（税別）ISBN978-4-909658-51-7冊

仏教
コーナー

で

お願いし
ます!

※注文扱（返条付・岡田了解）にて
搬入いたします。フリーで返品受けます。
逆送されたら、八木書店（文学通信・岡田）了解
とお書き下さい。ご面倒をおかけいたします。

『阿毘達磨集論』の伝承
インドからチベットへ、そして過去から未来へ
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＝編
五世紀ごろにインドの学僧アサンガによって書かれた
仏教の哲学文献─『阿毘達磨集論』。

サンスクリット語によって書かれたこの文献のほとんどは
長いあいだ散逸し、断片が残っているに過ぎない状況であったが、
近年の写本発見などにより、資料の全貌が明らかになりつつある。

新たに発見された資料、
そしてそれにもとづいて復元された原典はなにを物語るのか。
インドからチベットへ、
そして過去から現在に至るまでそれはいかに伝承されてきたのか。

最新の研究成果にもとづき、
『阿毘達磨集論』の原典・翻訳・註釈について多角的に論じる。

東京大学准教授

広島大学大学院人間社会科学研究科教授

価格は比較的安めですが、専門的な内容です。
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